
地方公共団体との今後の関わり
社会福祉・協同労働分野で築かれている市・県との関係性を活かし、持続可能な地域づくりに向けてさらに課題を深堀りし、横断的な課題解決に

つながるよう、他分野の担当の方々とも定期的に情報交換できる関係性を築いていくことを想定しています。

既に連携ができている

Ｒ７に巻き込みたい

将来的に巻き込みたい

＜線の凡例＞

検討しているローカルSDGs事業（最大３つまで） 地域の環境・経済・社会に起こしたい変化
※地域課題解決とのつながりを考慮して記載

①

〇 遊休農地×福祉： 遊休農地や耕作放棄地を活用した、コ
ミュニティ・ガーデンづくりによる地域づくり人材の発掘、地域
食堂や地元飲食店・小売店等への地元食材の調達提供・居場所づ
くり・新たな商品開発

〇環境： 遊休農地を有効活用、輸送環境負荷の軽減、脱炭素
〇経済： 食の地域内生産と消費増による地域内循環創出、

ホンモロコ・大豆商品等開発
〇社会： 安心できる居場所づくり、雇用増加、多世代交流

②

〇 廃棄部分の地域資源化： 地域食堂や地元飲食店等の食品等

廃棄部分を活用したたい肥やBDFなど新たな資源循環と仕事づく
り

〇環境： 資源循環、農と食育、堆肥づくり等による廃棄物削減
〇経済： 地域外への依存軽減＆・資源流出の抑制、脱炭素型農業
〇社会： 雇用増、循環型ブランディングで地域・事業・仕事ＰＲ

③

〇 脱炭素（省・創エネ）×福祉： 参加型の断熱改修と省エネ
診断、創エネを通したくらしの質向上と新たな仕事づくり

〇環境： CO2の排出量削減
〇経済： 雇用創出、地元工務店のノウハウ向上
〇社会： 暮らしやすさ、健康寿命の向上、格差社会の是正

■地域に必要なプラットフォームのイメージ
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（参考）ローカルSDGs事業づくりイメージ
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②廃棄部分の 

地域資源化
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③脱炭素（省・

創エネ）×福祉
関係づくり

参加型断熱改修、

効果見える化

脱炭素の雇用、

暮らしやすさ創出

• 関係者と脱炭素の視点を共有し、効果を見える化しながら（＝ローカルSDGs事業としての共感を
広げながら）、担い手探し、事業づくりを進めていく。

• ①、②のステークホルダーから、③の協力者、賛同者を広げていく

2025年度 2026年度 2027年度

多様な主体巻き込み

ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰの課題共有

・脱炭素の視点共有

賛同、協力、応援者増

コミュニティガーデン、
商品開発

・効果見える化

・ビジョンづくり、
・プラットフォー

ム立上げ

①～③に共通： ○安心できる居場所と共有の拠点づくり
○地域の資源循環づくり ○協同による仕事づくり



３カ年状態目標

■2027年度末の状態目標

■2026年度末の状態目標

■2025年度末の状態目標

・コアメンバーが形成されている（ イメージ：平尾豆腐店、川のほとり、ホンモロ
コ共和国、鳥取大学教授、商工会青年部、鳥取市、八頭町、鳥取県、鳥取県生活協同
組合など）
・コアメンバーと共にビジョンづくりができている。
・色々な主体を巻き込み（隼lab.など）、地域の課題や目指すビジョンについて話し始
めている。

・新事業の立ち上げ。実施主体は、新しく労働者協同組合などが設立されている。
・新しい仕事が生まれて、地域資源の循環に基づく産業が活発化、遊休農地の活用
が進んでいる。
・プラットフォームが活性化している。

・地域を将来につなぎ誇れる地域であり続けるために必要なこと、自身が挑戦したい
ことを気軽に言い合い、対話し、応援し合う場をつくるプラットフォームが構築され
ている。
・大豆とホンモロコの商品開発が進んでいる。
・レシピ開発のイベント（コンテスト等）を開催し、賛同者、協力者、応援者などを
増やしている。
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